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緊張のアドベント 

エレミヤ書 9章 1 節-8 節 

金井 美彦 

アドベントは待降節と訳されているが、本来アドベントとは「到来」の意味である。これはローマの

軍隊が戦いに勝った後に、凱旋することの意味であるとのことだ。つまり勝利者が「到来」することで

ある。キリスト教はこれをイエス・キリストの誕生、すなわちメシアの到来と重ねた。 

 普通はこの季節を悦ばしい出来事の前触れとして楽しい期待あふれる時として待ちわびる。しかし、

アドベントについてより立ち入った考察をしてみると、キリスト教の暦ではいわゆる平常月が終わり、

終末に向かう時、すなわち大きな転換の時、メシアの到来の時の始まりであって、必ずしも歓びの時で

はなく、その転換に向けて改めて緊張感をもって歩み出す時である。イエスの誕生に際して、マタイ福

音書では、ユダヤ王ヘロデがかつてのエジプトのファラオにならって二歳以下のユダヤの男の子を殺

すよう命じたとされている(2 章 16-18節)。事の史実性はともかくとして、ヘロデにとってメシアの到

来のうわさは自分の支配を揺り動かす大きな要素となったはずである。これはユダヤの民衆にとって、

喜びの噂でもあるが逆に危機ともなるのだ。しかし、それだけではなく、民衆自身も新たに来るメシア

の支配の時代にふさわしい人間に変わらなくてはならない。そうした努力なしにメシアの時代に祝福

を受けることなど出来ないのだ。 

 それゆえ、アドベントは新しい年の始まりに向けて心を整えるだけでなく、新しいメシアの支配の時

代、終末の時を想起し、自分をその世界にふさわしい人間へと作りかえなければならない。その意味で、

アドベントは単に楽しみや歓びの時を第一義とするのではなく、緊張と反省の時とするのが相応しい。 

このアドベントの時期に思い起こすのは、真珠湾奇襲、すなわち日米開戦(12 月 8 日)である。本日

はそれからちょうど 72 年となる。この歴史的記念の時に先立つ二日前、日本国家は特定秘密保護法を

成立させた。この法律は国家によって恣意的に秘密が作られ、しかも何が秘密かさえ簡単に知ることが

できない。また、秘密の指定期間は半永久的であり、場合によっては廃棄されるという。第三者機関に

よる秘密のチェックも事実上ない。知る権利もほとんど無視される。このような欠陥のある法律は、し

かし、アメリカの要請を渡りに船とばかりに進められてきたが(国際情勢において当然必要であるとす

る)、実は国家主義、国粋主義の強化を目指してもいる。すでに自民党は憲法改正を視野に入れており、

第 9 条や 96 条の改正、天皇の元首化、天皇中心の温情主義(パターナリズム)に基づく、階層的身分社

会の実現をめざすのである。特に安倍自民党は「日本を取り戻す」と言うが、これは古き戦前の日本を

取り戻すという意味であり、現憲法体制は彼らにとって桎梏でしかない。自由民主党と名乗ってはいる

が、実際には国家主義であり、憲法改正を悲願としている。現閣僚のメンツは大半が国粋主義者だ(「創

生日本」のメンバー)。つまり「自由・民主」とは全く相いれない強権的体質なのだ。 

 要するに自民党と国家官僚は自己を永遠の権力者とみなし、あらゆる人民を温情主義で包みこむ。こ

の温情にすがらない者は敵となり、排斥される。そこでは自由や主体性は棄却され、一人ひとりのかけ

がえなさは認識されない。 

こうして民主主義はこの法律で大きく棄損された。(しかしひるむ必要はない。次の選挙で勝ち、再

度法案をつくり直す運動へとすぐに転換すべきだろう)日本国はやがて息苦しい国家になるが、それだ

けではなく、都市の巨大化と地方の疲弊と高齢者人口の拡大によって激しく歪な国家となる。しかしな

がら、多くの民衆も教会もきっちりと問題に向き合う姿勢を示していない。むしろ既得権に胡坐をかく

財界や官公労を中心とする「連合」の談合によって、労働者という概念はなくなり、単にコストとなる

人材か資産となる人材かだけが問題となる。そしてコストとなった人材は社会の陰に隠されていく。 

このあたりの事情を、今週はじめに提示された教皇フランチェスコによる「使徒的勧告『歓びの福音』」

の第 2章はかなり厳しく指摘している。彼は近年の資本の暴走、特に市場社会の加速化と金融システム

の支配力による国家や共同体の解体と分断に警告を発している。これによると、現在の事態はこれまで

労働者の搾取とか抑圧といったものとは別の何かであり、それは結局、労働者の投げ捨て(つまりは使

い捨て)文化であり、排除の社会である。排除された者は搾取された者ではなく、投げ出され「置き去

りにされた者」なのだという。さらに今はやりのトリクルダウン理論(上層に金をつぎ込んで景気良く
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すればやがて下層にも流れて来る)などをやり玉にあげ、未熟で単能なものとみなす。しかしこうした

なか「他者を排除するライフスタイルを維持するために、あるいはそうした自己中心的な理想への熱情

を維持するために、無関心のグローバル化が進展した。そのことにほとんど気がつかないまま、私たち

は貧しい者の叫びに共感したり他者の痛みのために涙を流したり、彼らを助ける必要性を感じたりす

ることができなくなる。あたかもこれらすべてが他の誰かの責任であり私たち自身の責任ではないか

のように。」このように述べ、市場社会の暴走を批判する。こうした教皇の認識は正しいが、これに対

して私たちもきちんと連帯すべきだろう。日本のキリスト教、特にプロテスタントは危機意識を持って

いるが、それは単に教会の維持という極めて狭い自己愛的な問題意識にすぎない。教会がなすべきこと

は、広くこの地上の苦難に敏感に反応することであり、それに対して具体的に対処することである。 

実は本日の聖書の個所もこうした危機意識の表明である。エレミヤはおそらく前五九七年の第一回

バビロン捕囚前後にこの個所の預言を訴えたのだろう。ここに残されているのはエレミヤの嘆きであ

る。彼はエルサレムの人心の荒廃を嘆き、荒れ野で生きるすべがあればこの民を捨てたいとまで言う(1

節)。エルサレムは没落の前夜、民のすべてが疑心暗鬼となり、何を信ずべきか分からない。だから隣

人を警戒し、兄弟を信用しない。そこには人の思惑だけがはびこり、ヤハウェの声に聴き従う者がいな

い。秘密法の可決された今、日本国内に疑心暗鬼がはびこり、やがて真実は全てやぶの中となり、人々

の相互の信頼は崩れるだろう。また国際情勢が緊迫度を増しつつある中で、この秘密法ゆえに他国から

信用されなくなる可能性がある。その中で私たちの採るべき態度は何か。 

エレミヤは時折自身の境遇を嘆き、恨みつらみをヤハウェにぶつけるが(15章 10 節以下など)、結局

のところヤハウェの促しに負け、預言活動を再開する。彼は主体的だが、良く見ると受動的でもある。

それは神ヤハウェに強く引き付けられ、逃れられないと観念しているようにみえる。彼はしたがって、

時に嘆きを語る。しかしヨブ的な対決に至るのではなく、最終的にエレミヤはイスラエルの神ヤハウェ

に自らをゆだねる。エレミヤは九章六節以下ではヤハウェの審判を語る。それは自分の娘であるイスラ

エルの民を「火をもって溶かし、試す」という。これはおそらく金属の精錬の喩えであろう。イスラエ

ルは神の意志に適った民族として存在しうるのか、それとも金滓として捨てられるのか。いずれにして

も審判の災いのなかで、民の一人ひとりが責任を問われるのである。 

 7 節以下では「隣人に平和を約束していても、その心の中では、陥れようとたくらんでいる。」と語

っている。この言葉は現在の日本の首相の態度とよく似ている。平和を口にする首相自身が、歴史修正

主義的態度を示すたびに、アジア諸国だけでなく、アメリカや EU にまで疑心暗鬼を呼び起こしている。 

 エレミヤは民族の歴史的危機の中で、極めて冷静に対応したと見える。彼はアナトトの祭司の家系で

あるが故、歴史や伝統をしっかりと内容的に批判できた。これとやや類比的だが、我々もこの国に生き

るキリスト者であるが故、かえって諸問題に具体的・実践的に取り組めるのではないだろうか。それは

単に月並みな批判を語る事ではなく、責任を負う覚悟を要する。なすべきことは、批判すべき法や制度

の中に自分もありつつ、それを崩していくという、自己解体的なものなのだから。 

そのためにも、アドベントの緊張感を改めて想起し、私たち一人一人の知と信仰を来るべき日に備え、

鍛えておかなければ、と思う。(2013 年 12 月 8 日の証詞より) 


